
                                                 

 令和３年１２月１６日（木）   
 玉名市立横島小学校 
     校長 寺岡 伸義 

3年生道徳 

 １３日（月）、３年生で道徳の研究授業を行いました。子

供たちは、金栗四三を題材とした「かけ足登校」という教

材をとおして、「目標に向かってがんばり続けるために

大切なこと」についてしっかり考えてくれました。学習し

たことを、自己の目標達成のために生かしてほしいと思

いました。 

 
  

 

  

 クリスマスリースづくり 

 横島小だより２３号で紹介した芋づるで作ったリース

に、2年生がきれいな飾りを丁寧に付けました。飾り

には、子供たち一人一人のクリスマスに対する期待が

込められています。きっと子供たちは、リースをサンタ

さんが来るための目印だと思っているはずです。 

  ６年生租税教室 

 １４日（火）、税理士の方をゲーストティーチャー 

としてお迎えし、６年生は税金の仕組みについて 

学習しました。新しくできた宿泊税のこと、税収だ 

けではお金が足りないことなど、少々難しい内容 

もありましたが、しっかり聞くことができていました。きっと、税金の大切は分かってくれたと思 

 また、1億円が入っているジュラルミンケースを 

持って来られたので、みんな興味津々でした。 

 当然、お金は偽物ですが、持たせてもらうと緊張 

するのはなぜでしょう。 

  「がんばりたい気持ち」と

「くじけそうな気持ち」の割合

で、学習前後の気持ちの変

化を表してもらいました。 

 学習後は、みんな「がん

ばりたい気持ち」の割合が

増えていました。 

  教材ＤＶＤを視聴。時代の流れを感じました。 



 


